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及び 
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Answers or Model Answers / Intent of the Questions 

 

 

 

解答の公表に当たって，一義的な解答が示せない記述式の問題等については，「出題の

意図又は複数の若しくは標準的な解答例等」を公表することとしています。 

また，記述式以外の問題についても，標準的な解答例として正答の一つを示している

場合があります。 
 

In publishing answers, “the intent of the questions or multiple or standard examples of answers” 

are published for essay-type questions for which no univocal answer can be given. 

In addition, one of the correct answers may also be given as an example of a standard answer 

for questions other than the essay-type. 
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〔１〕大学で行った卒業研究あるいは卒業設計について記述せよ。もし卒業研究・設計を行っていない場合は，大学で 

熱心に取り組んだことについて記述せよ。なお，日本語の場合は 800 字以内，英語の場合は 400 語以内とする。 

 
Describe your graduation research or design at the university. If you did not conduct a graduation research or design, describe what 

you conducted enthusiastically at the university. Describe it within 800 Japanese characters in length, or 400 words in English. 

 
＜解答 (Answer)＞ 
 

 

【出題の意図】                                               

これまで自身が行ってきた研究や設計に対して，どれだけ主体的に取り組み，その本質を深く理解しているか，また， 

その価値や面白さを専門外の人にも論理的に文章で説明できるか，を問う。                    
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〔２〕以下の問いに答えよ。Answer the following questions. 

(１) 建築構造物の耐震性能を高める構造である制振構造と免震構造について図を用いて説明せよ。 

Explain the vibration control system and the base isolation system using figures that are utilized to enhance the seismic 

performance of building structures. 

(２) 制振構造で用いられる制振ダンパーには変位依存型と速度依存型があるが，その違いを説明せよ。 

Explain the difference between the displacement-dependent damper and the velocity-dependent damper that are adopted in the 

vibration control system. 

(３) 制振構造で利用される変位増幅機構の効果を説明せよ。 

Explain the efficacy of the displacement amplification mechanism adopted in the vibration control system. 

(４) 建築構造の研究では，実験に加えて数値解析が重要となる理由を説明せよ。 

Explain why the numerical study is important in addition to experiments in the study of building structures. 

 
＜解答 (Answer)＞ 

 
（１）制振構造ではダンパーが適切に配置されている図が描かれダンパーによるエネルギー吸収により振動が軽減

されることが述べられていること。免震構造ではアイソレーターが建物基部に配置されている図が描かれ，地面

からの振動が建物に伝わりにくくすることで振動が軽減されることが述べられていること。 

 
（２）変位依存型は鋼材の塑性化や摩擦などダンパーの変形によりエネルギーを吸収するタイプ，速度依存型はオ

イルダンパーのようにダンパーの変形速度による減衰でエネルギーを吸収するタイプ，であることが述べられ

ていること。 

 
（３）ダンパー部材の変形を増幅させることでエネルギー吸収効率を高めることができる。 

 
（４）部材レベルの実験は重要であるが実施できる数には限りがあるので有限要素解析により様々な寸法の部材の

挙動を分析できることや，建物の地震時挙動の分析には数値応答解析が必要となること，などが述べられている

こと。 
 

 

 




